
鉱果

心
理
墨
讃
書
會

報

　
十
一
月
八
日
午
後
三
時
よ
”
實
瞼
室
内
績
纏
室
に
於
て
…
囲
催
左
の
如
き
講

演
あ
り
た
蓼
9

　
キ
ヤ
ノ
ン
矯
の
實
馳
に
就
て
　
　
　
交
學
士
　
飛
…
　
田
　
源
　
次
君

　
氏
は
先
づ
成
心
燈
の
裏
醐
的
L
万
面
に
關
す
る
心
耳
の
研
究
に
就
て
蓮
べ
此
れ

に
鷹
謝
す
る
キ
ヤ
ノ
ン
民
の
｛
質
賄
醐
の
意
義
並
に
疏
ハ
の
二
藍
傭
｝
を
外
醐
じ
、
　
次
に
共
の

實
験
の
内
審
を
大
略
紹
介
し
、
最
後
に
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ラ
ン
ゲ
」
説
に
…
封
ず

奄
キ
ヤ
ノ
ン
氏
の
挽
評
及
び
其
れ
に
蜀
す
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
氏
の
繋
護
等
を
合

せ
て
紹
介
せ
り
。
講
演
後
議
論
百
斑
夜
に
入
り
て
散
會
せ
り
。

敏
育
學
曹

　
　
　
十
一
麺
六
日
午
後
六
時
三
†
分
よ
り
學
生
血
営
所
に
て
陶
櫃
、
　
左
の
講
演

　
　
が
あ
っ
た
。

　
　
　
数
育
行
政
に
断
て
　
　
　
　
　
　
深
谷
徳
郎
君

　
　
　
右
は
鴛
い
駐
ポ
及
び
郡
部
剣
學
嚢
ゾ
3
碧
鐙
の

　
　
共
署
「
数
育
行
致
」
（
一
九
一
三
年
版
）
の
う
ち
重
に
教
師
を
二
心
と
し
た
る
部

　
　
分
の
繍
介
で
あ
る
。
そ
の
内
饗
は
即
ち
織
筋
に
㈱
す
る
方
面
に
て
は
教
師
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
数
授
上
の
能
率
或
は
毅
蘭
の
祉
會
上
緯
濟
上
の
地
位
或
は
醗
學
糊
度
等
に
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
て
の
統
計
的
研
究
の
結
果
を
W
彼
表
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
學
課
々
程
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
モ

ー3

@
關
し
て
は
小
面
校
の
課
程
及
び
そ
の
授
業
時
間
数
の
比
較
或
は
ヵ
レ
ッ
ヂ
入

鴛
學
総
の
三
雲
註
し
て
幾
特
の
需
翻
度
と
難
鷲
理
と
鍔

　
　
　
　
　
　
　
　
数
　
　
報
　
　
　
　
・

裏
読
を
立
て
た
。
ま
た
生
徒
の
製
作
品
に
鋤
す
る
探
鮎
法
の
不
備
を
矯
正
せ

ん
爲
め
狐
創
的
方
案
を
作
り
即
ち
習
字
作
交
角
に
蚤
し
て
は
塞
本
的
撰
準
と

な
る
べ
き
作
品
の
序
列
を
設
け
凡
て
鷹
徒
の
侮
品
は
之
に
依
り
て
採
鮎
す
べ

き
で
あ
る
と
。
し
か
し
彼
鯵
の
論
殊
に
入
學
試
瞼
法
及
び
探
鮎
方
法
な
ど
は

彼
等
の
自
即
す
る
程
科
學
約
方
法
に
罪
ず
こ
れ
に
は
幾
多
の
非
難
の
あ
る
こ

と
で
あ
ら
う
茸
聖
。

　
講
演
後
各
禽
員
の
殿
齋
な
る
議
論
が
盛
に
交
換
せ
ら
れ
非
欝
に
緊
張
し
た

例
會
で
あ
っ
た
。

B
寒
冒
扇
網
院
第
五
園
大
會

　
十
月
背
八
鍵
午
萌
八
時
串
よ
り
京
都
法
斜
大
欝
気
講
壁
に
於
て
左
の
次
第

に
よ
り
て
開
催
せ
ら
る
。

　
一
　
開
脅
の
僻

　　　　　　　　　宿　　　　歓
　　　　　　報題題　　　　迎
　　　　　　出Il！研　　　　　の
　　　　　　i“1　究　　　　酎…
　　　　　　者人報
　　　　　　　種・缶
　　　　　　　競
　臨ξ文廣京　鹸
　　好感；　　　　　　　　　　京京欝京丈京

九士奮二士授師　　事長士長蝦

　　今新米　　　木大荒　藤
　村見田　　　内野木　井

薪古癸　．醤盛箋讐

　　吉治郎　　　郎郁郎　郎
　K氏氏　　　　　氏民氏

荒
木
寅
三
郎
氏
．

大
　
野
　
盛
　
郁
民

木
内
重
四
郎
氏
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哲
　
鑛
　
醗
　
究
　
　
第
二
十
一
魏

　
　
休
載
　
蕉
午
よ
り
掴
時
泡

四
　
講
　
　
演

　
c
り
國
毘
的
理
想
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
熊
不
第
五
喬
争
訟
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
女
　
　
　
學
　
、
　
士

　
崎
　
賢
本
囎
艦
塁
上
に
於
け
る
女
子
の
地
位

　
　
　
　
　
　
　
紳
戸
高
等
商
業
學
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
　
　
　
　
　
し
の
　
　
　
　
　
ロ
ロ
へ
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
浸
　
　
導
　
　
轄
　
　
ヨ

　
鋤
　
世
界
戦
観
と
重
岡
蓮
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
丈
科
大
學
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
學
　
博
　
士

　
　
休
憩
　
三
暗
瀞
義
分
よ
リ
四
十
分
迄

　
④
　
混
族
と
國
斑
と
世
界
交
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
交
科
大
量
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
　
學
　
博
　
圭

㈹
　
”
米
關
嫉
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
法
科
大
仁
君
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
　
學
　
博
　
士

　
紛
　
都
市
計
叢
に
就
い
て

　
　
　
p
　
　
　
　
　
大
阪
・
市
助
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
　
學
　
博
　
士

五
　
討
　
　
議

　
　
質
閲
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
法
料
穴
學
識
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
　
墨
　
博
　
士

　
　
　
鷹
答
者

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
法
曹
科
大
郷
講
師

　
　
　
質
醐
脅

　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
京
都
工
科
大
學
数
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
學
　
檸
　
士

　
　
慮
答
者

　
　
　
　
　
　
　
野
島
高
等
師
範
引
拠
教
授

　
　
　
　
　
　
　
丈
　
　
學
　
　
博
　
　
士

江
部
　
淳
史
氏

津
村
秀
松
氏

建
　
部
　
蓮
　
否
氏

譜
　
ロ

昂
氏

漁
戸
　
正
　
雄
氏

關

一
氏

佐
藤
丑
爽
郎
氏

米
隠
庄
太
郎
氏

管
粥
榮
司
氏

薪
見
古
治
氏

コ
δ

　
穴
閉
倉
の
酢

　　

@　

@　

@　

@　

}京

d
噸
遜
建
部
逝
黒
民

　
此
の
H
朔
來
の
晦
を
冒
し
て
、
聴
衆
堂
に
充
つ
。
午
後
七
時
閉
倉
す
。
．

同
七
時
牛
よ
リ
學
生
歌
丁
曾
所
に
於
て
倉
員
の
晩
餐
曾
を
催
し
、
宴
後
明
年
開
，

倫
”
の
靴
螺
定
な
る
第
工
ハ
回
大
倫
樋
關
四
望
四
地
、
　
｝
鱒
究
宿
題
、
　
委
n
貝
…
選
｛
疋
鯵
の
融
漉
轡
畢
あ

り
て
。
九
聴
鮫
會
す
。

　
　
　
　
蓼
－
醒
■
匪
－
．
5
ノ
▼
ノ
）
一

新
著
紹
介

聖
書
の
話

宮
　
川
　
巳
　
作
箸

　
凡
そ
讃
書
子
に
三
種
類
あ
る
。
内
心
よ
》
の
要
求
の
燃
ゆ
る
焔
と
錠
い
理

解
力
の
搬
…
と
を
持
っ
て
書
籍
の
内
容
を
稲
服
し
同
化
し
て
行
く
智
的
職
士

と
、
理
解
…
力
は
或
程
慶
迄
あ
る
が
内
心
の
要
求
は
左
程
迄
も
強
く
な
い
智
的
遊

足
と
そ
れ
か
ら
燃
ゆ
る
如
き
内
心
嬰
求
の
焔
を
有
し
は
す
る
が
理
解
力
に

乏
し
い
溜
的
貧
畏
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
而
て
此
細
的
三
士
に
、
難
富
な
る
領
土

や
糧
食
を
提
供
し
得
る
者
に
は
瞬
よ
り
、
　
叉
一
般
摺
的
貧
民
を
賑
は
さ
ん
と

の
H
的
よ
り
企
て
ら
れ
た
著
書
に
も
、
多
大
の
堂
廊
が
あ
る
纂
の
多
い
の
は
需

ふ
迄
も
無
い
。
只
濁
り
智
的
遊
驚
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
風
な
智
的
好
脊
心
を

卑
に
灘
是
せ
し
め
る
に
留
ま
っ
て
斯
…
く
の
如
き
遊
民
を
馳
っ
て
恕
的
職
士
に

愛
ず
る
足
る
だ
け
の
麩
挫
も
急
け
ば
、
又
虫
U
と
て
智
的
貧
禺
の
鍍
む
に
は

謂
々
難
解
詳
衝
に
過
ぎ
、
麹
的
職
士
の
之
を
手
に
す
る
に
は
嚴
密
さ
や
深
さ

や
熱
誠
を
融
く
櫨
一
－
殊
に
其
題
材
が
納
紳
的
な
る
者
を
本
質
と
す
る
如
き

竜
の
に
至
っ
て
は
私
は
蝕
り
之
を
激
…
漣
し
た
く
無
い
一
人
で
あ
る
。
　
其
は
智

釣
遊
恥
に
凝
す
る
一
種
の
智
的
藝
妓
の
役
欝
を
す
る
も
の
に
魎
ぎ
な
い
か
ら

笥


